
予習・復習  I T用語
このコーナーでは、最新のものから昔から耳にしているものまで、ＩＴ関連用語を新旧取り混ぜてご紹介します。
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LED
（Light Emitting Diode）
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発光ダイオード

　LEDは半導体を用いて作られており、一般的なダイオードと同様、極性(－,＋)を持ち
ます。通常＋極に正電圧を加えて発光させます。電圧が低い間は電圧を上げていっても
ほとんど電流が増えず発光しません。しかし、ある電圧を超えると電圧上昇に対する電流
の増え方が急激になり、電流量に応じて光を発するようになります。発光する色は用い
る材料によって異なり、現在では可視光域をはじめ、赤外線領域や紫外線領域で発光
するものまで製造されています。
　LEDの特徴は、低消費電力、長寿命、小型なことであり、数多くの電子機器に利用さ
れています。一つの素子で複数の色を出せるような構造のものもあり、フルカラー表示
が可能なLEDも販売されています。
　LEDは従来、主に電子機器の動作表示やイルミネーションに使われていました。特に
注目されるようになったのは青色LEDの実用化後です。高輝度な白色LEDや、光の
三原色RGB（赤緑青）が揃ったことにより、液晶ディスプレイのバックライト、電光掲示板、
信号機など用途が大きく広がりました。
　最近では高輝度なLEDによる照明の実用化も進んでいます。特に省エネ対策面で
白熱電球に代わる照明としてLED電球が注目を集めています。
　このように利点の多いLEDですが、現在の弱点として、熱に弱く80℃以上で素子の
劣化が始まるため寿命が縮んでしまうことや、白熱電球や蛍光灯にくらべると未だ高価
なことがあげられます。今後、技術開発が進み、これらの弱点も解消されより広く利用さ
れると言えます。IT分野においても電子機器の動作表示だけでなく、携帯電話やディス
プレイへの応用など広く利用され、LEDというキーワードを目にする事が多くなるでしょう。

全てのデータを
メモリ上で管理する
データベース管理システム

　従来型のデータベースがデータをハードディスク上に保持しながら動作していたのに
対して、インメモリデータベースは全てのデータをメインメモリ上に配置して動作することを
基本とするデータベース管理システムです。オンメモリデータベースとも呼ばれます。
　インメモリデータベースは通信機器など応答時間が重視されるものでは古くから利用さ
れていましたが、限られた分野以外では普及していませんでした。しかし近年、メモリやCPU
の高性能化・低価格化、64ビットオペレーティングシステムの普及によるメモリ空間の拡
大などの技術的進展に加え、インターネットや携帯電話の普及により高速な処理が求めら
れるアプリケーションが増加するなど環境の変化を背景に注目を集めるようになりました。
　インメモリデータベースが高速な処理を実現している理由は、データをメモリ上に配置す
ることで時間のかかるディスクI/Oを減少させているだけでなく、データをメモリ上に持つこと
を前提としたアルゴリズムやデータ構造の最適化によって、CPUの使用率を大幅に減少
させている点にあります。キャッシュヒット率が100%の従来型データベースと比べても10
倍以上高速であるとの報告もあり、後者によるパフォーマンス向上が著しいことが窺い
知れます。データを全てメモリ上に配置するという点から信頼性に疑問を感じるかもしれま
せんが、データの更新履歴などの情報をディスク上に定期的に記録することでデータベー
スのリカバリ機能を備えている製品や、従来のハードディスクを主としたデータベースとの
組み合わせにより高いパフォーマンスと信頼性を兼ね備えた製品が市場に出ています。
　インメモリデータベースは、ネットワーク・電話サービス、証券取引、金融サービス、ニュース
配信、航空券の予約、SaaSプロバイダなどスピードが重視される業界やサービスで利用され
ており、今後も需要の拡大が期待されています。国内の市場規模においても拡大傾向が
みられ、2007年度実績が20億円、2010年度は33億円に達するものと予想されています。

インメモリデータベース
　　　　

※キャッシュヒット率 ： アクセスするデータがキャッシュ 
　メモリ上に存在する確率。
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眠
り
と
覚
醒
は
脳
の
深
い
場
所
に
あ
る
間
脳
が

管
理
し
て
い
ま
す
。夜
と
昼
で
睡
眠
と
覚
醒
を
切

り
替
え
る
生
物
リ
ズ
ム
の
中
枢
も
間
脳
に
あ
って
、

光
を
感
知
す
る
と
覚
醒
中
枢
を
活
性
化
し
、逆
に

暗
く
な
り
夜
を
感
知
す
る
と
睡
眠
中
枢
を
活
性

化
し
ま
す
。こ
の
時
に
眠
気
が
催
さ
れ

ま
す
。

　

本
来
眠
る
べ
き
時
間
帯
に
起
き
て
い

る
と
、睡
眠
中
枢
は
覚
醒
中
枢
の
活
動

を
抑
え
、眠
る
チ
ャ
ン
ス
を
探
り
ま
す
。

こ
れ
が
耐
え
難
い
眠
気
の
原
因
で
す
。

ま
る
で
借
金
の
返
済
を
迫
る
取
立
て

屋
の
よ
う
な
勢
い
で
す
。そ
こ
で
こ
の

睡
眠
の
不
足
分
を『
睡
眠
負
債
』と
呼
び
ま
す
。

負
債
は
累
積
し
ま
す
の
で
、慢
性
的
に
睡
眠
不
足

が
続
く
と
日
中
に
強
い
眠
気
が
繰
り
返
し
現
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。注
意
の
集
中
や
感
情
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
り
、キ
レ
や
す
く
な
り

ま
す
。週
末
に
普
段
よ
り
2
時
間
以
上
も
朝
寝

坊
す
る
な
ど
、睡
眠
時
間
を
延
ば
し
て
い
る
人

は
、背
後
に
莫
大
な
睡
眠
負
債
を
抱
え
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。「
寝
だ
め
」と
い
う
貯
金
が
で
き

る
と
よ
い
の
で
す
が
、将
来
の
覚
醒
状
態
を
予
測

し
て
眠
り
を
準
備
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。休

日
の
長
い
睡
眠
は
、貯
金（
寝
だ
め
）で
は
な
く
借

金
返
済
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。さ
ら
に
、週

末
2
日
程
度
の
睡
眠
で
は
返
済
が
完
了
で
き
な

い
と
い
う
深
刻
な
債
務
状
況
の
人
で
は
、大
事
な

会
議
や
危
険
な
作
業
中
で
も
居
眠
り
が
起
こ
り

ま
す
。成
人
で
は
健
康
な
睡
眠
時
間
は
7
時
間

が
目
安
と
な
り
ま
す
。負
債
を
残
さ
ず
規
則
的

な
生
活
を
す
る
と
、日
中
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

眠
り
の
リ
ズ
ム
は
3
種
類
あ
り
、最
も
強
い
眠

気
の
リ
ズ
ム
は
先
に
述
べ
た
24
時
間
周
期
で
夜
の

睡
眠
を
管
理
し
て
い
ま
す
。二
つ
目
の
リ
ズ
ム
は

12
時
間
周
期
で
、午
後
2
時
と
午
前
2
時
に
ピ

ー
ク
を
示
し
ま
す
。居
眠
り
事
故
の
発
生
率
は
午

後
2
時
に
日
中
最
大
の
ピ
ー
ク
を
示
し
ま
す
。午

後
2
時
は
昔
の
時
刻
で
言
う
と「
八
つ
時
」で
、

「
3
時
の
お
や
つ
」は
こ
こ
か
ら
来
て
い
ま
す
。こ
の

休
憩
は
居
眠
り
事
故
の
防
止
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。午
前
2
時
は
草
木
も
眠
る

「
丑
三
つ
時
」で
す
。普
通
の
人
は
寝
て
い
ま
す
の
で

眠
い
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、夜
間
の
居

眠
り
事
故
は
こ
の
時
間
帯
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
こ
の
時
間
帯
に
起
き
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
に
は
、そ
の
30
分
前
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。飲
ん
だ
カ
フ
ェ
イ
ン
が
効
く

の
に
30
分
か
か
る
か
ら
で
す
。三
つ
目
の
リ
ズ
ム
は

2
時
間
周
期
で
、10
、12
、14
、16
時
と
お
よ
そ
2

時
間
周
期
で
繰
り
返
し
ま
す
。単
調
な
講
義
な
ど

退
屈
な
環
境
で
は
居
眠
り
が
起
こ
り
ま
す
。注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　　

眠
気
に
周
期
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、眠
気
の

発
生
が
予
測
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
、こ
れ
は
安
全

管
理
を
考
え
る
上
で
重
要
な
こ
と
で
す
。睡
眠
不

足
の
時
に
は
眠
気
は
倍
増
し
、眠
気
の
自
覚
か
ら

居
眠
り
が
発
生
す
る
ま
で
の
時
間
が
短
縮
し
ま

す
。「
ま
さ
か
眠
る
ま
い
」と
思
って
作
業
を
続
け
て

い
る
と
、悲
惨
な
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。ま
さ
か
に
備
え
、危
険
な
時
間
帯
に
は

居
眠
り
防
止
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

先生　　教えてください

【
質
問
】

謎や疑問を専門の先生に
質問するコーナーです

ど
う
し
て
眠
く
な
る
の
で
す
か
？

●答えてくださった先生

広島大学名誉教授
（財）福山通運渋谷長寿健康財団睡眠研究所  所長

1944年北海道生まれ。早稲田大学大学院博
士課程心理学専攻中退。医学博士（金沢大
学）。専門：精神生理学・睡眠心理学。著書「睡
眠学」（じほう）、「睡眠心理学」（北大路書房）、
「快適睡眠のすすめ」（岩波新書）など多数。　

ほり　　 　ただお　

堀　忠雄 氏

睡
眠
負
債
を
抱
え
な
い

眠
り
の
3
つ
の
リ
ズ
ム

眠気の3つのリズムと合成曲線

概日リズムと概半日リズムの
合成曲線

生体リズムの合成曲線

8 16 24 8（時）

2時間周期の
超日リズム

眠
気
の
強
さ

Lavie、P. 1985 Ultradian rhythms : Gates of sleep and 
wakefulness. In Schultz & Lavie ed Uｌtradian rhythms in 
physiology and behavior, P146-164 より引用 一部改変
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居眠り事故のグラフ 高橋清久（編）「睡眠学」（じほう） 2003より抜粋

時間帯による死亡居眠り運転事故発生状況


